　動物科学特論II
第337回Zoological Conference

日時：　12月2日（水）16:30-17:30　

演者：　上川内 あづさ　博士

（東京薬科大学・生命科学部・脳神経機能学研究室）
演題：
ショウジョウバエの聴覚・重力感覚の神経基盤
個体の行動がどのように脳で制御されるのかを理解するためには，遺伝子レベルの解析だけでなく，脳の情報処理の基本単位である個々の神経細胞やそれらが形成する神経回路の理解が欠かせない．遺伝子を網羅的に記載するゲノミクスの進展により複雑な生命現象の理解が進んできたように，神経細胞の構造と機能を網羅的に記載することで，神経細胞がどのように神経回路を形成し，どのように神経活動が協調することで行動を制御しているのか，その包括的な理解が進むと考えられる．この観点から私たちは，哺乳類の脳と比べて比較的シンプルであるショウジョウバエの脳において、求愛行動を調節する「音」の情報処理に関わる神経回路の網羅的な同定解析を行っている．今回は，音や重力情報の脳内処理機構の解析モデルとしてショウジョウバエを利用する研究例として私たちのこれまでの研究成果を紹介し，ショウジョウバエと私たち哺乳類の「耳（音受容器）」や，耳からの情報を受け取る脳の神経回路に共通する特徴について議論したい．
場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物科学大講座 

  (TEL: 03-5841-4018)細胞生理化学研究室

